瀬戸大橋記念公園

瀬戸大橋の建造は、10年近くを要した骨の折れる作業でした。訪問客は、四国側の橋の下、坂出の沙弥島近くにある瀬戸大橋記念公園でその歴史を詳しく知ることができます。1988年に公開されたこの公園は、元は同年に橋の完成を祝った野外博覧会場でした。無料で入場できる瀬戸大橋記念館は、建設プロジェクトの挑戦や偉業を詳しく解説しています。一方ですぐ近くには、遊びやレクリエーションのための広場やスポーツ用エリアが設けられています。そしてもう一つの名所は、彫刻家の流政之（1923–2018）によって設計された浜栗林です。巨大な彫刻が、橋との興味深い対比を創り出しています。

